
「これからの住まい方を考える」

～ 臼杵で暮らす、暮らしを支える ～

令和8年5月18日（月）
うすきプラットフォーム



○ この植木鉢図は、地域包括ケアシステムの５つの構成要素（住まい・医療・介護・予防・生活支援）が相互
に関係しながら、一体的に提供される姿として図示したものです。

○ 本人の選択が最も重視されるべきであり、本人・家族がどのように心構えを持つかという地域生活を継続する基
礎を皿と捉え、生活の基盤となる「住まい」を植木鉢、その中に満たされた土を「介護予防・生活支援」、専門的な
サービスである「医療・看護」「介護・リハビリテーション」「保健・福祉」を葉として描いています。

○ 介護予防と生活支援は、地域の多様な主体によって支援され、養分をたっぷりと蓄えた土となり、葉として描か
れた専門職が効果的に関わり、尊厳ある自分らしい暮らしの実現を支援しています。

出典：平成28年3月 地域包括ケア研究会報告 「地域包括ケアシステムと地域マネジメント」

地域包括ケアについて
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「地域共生社会の実現」について

〇 地域共生社会の実現は、平成２８年６月２日に閣議決定されたニッポン一億総活躍プランに盛り込まれ、「子
供・高齢者・障害者など全ての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合うことができる地域共生社会
を実現する。このため、支え手側と受け手側に分かれるのではなく、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合
いながら、自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、福祉などの地域の公的サービスと協働して助け合
いながら暮らすことのできる仕組みを構築する。」とされた。

出典：厚生労働省 地域共生社会のポータルサイトよりイラストを引用 2



臼杵市における「共生と備え」の考え方について（イメージ）

〇 臼杵市における政策等において「予防」という表現を使用する際には、望ましくない状態を防ぐ「防止」とは異なり、誰もが
抱えるリスクに対して、あらかじめ対策を講じておくことを指しています。

〇 感染症、社会的孤立、疾病、介護、認知症、虐待等の誰もが抱えるリスクへの対策は、将来への備えとしての正しい知識と理
解が重要です。

〇 こうした誰もが抱えるリスクは、一人ひとりの行動や習慣のみに起因するものではなく、個人差や置かれた環境等の様々な要
因が絡んでおり、確実に避けることは困難です。

〇 そのため、何らかのリスクが生じたとしても、尊厳と希望をもって安心して暮らせるよう、状態が深刻化しないための備えだ
けではなく、適切なサポートが受けられる体制、正しい知識と理解に基づく周囲の受容といった生活を取り巻く環境を整えて
おく、「備え」の前提としての「共生」の考え方の普及や環境づくりが求められます。

〇 他者が置かれた環境に気を配り、できる範囲で補いつつ、見守っていくといった「共生と予防」のまちづくりは、地域におけ
る他者とのつながりから心豊かな関係性を生み、日々の暮らしに安心感をもたらすとともに、地域を活性化し、臼杵市が暮ら
しやすいまちであり続ける原動力となります。

共 生

備 え

・正しく知り、受け入れる

・できる範囲で、目配り、気配り、

心配りを続ける

・臼杵市の将来を意識する

・正しく知り、事前にイメージや

選択肢を持っておく

・地域や専門職等とのつながりを

持っておく
暮らしやすいまちであり続けるため

のつながりの循環
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乳幼児期・学童期・青年期・中年期・壮年期・高齢期を通じ、切れ目なく安心できる生活環境の整備

医療 司法
（権利擁護）
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〇 臼杵市では、市民が幸せを実感できるまちの実現に向け、「市民が主役のまちづくり」を基本理念としています。

〇 私たちの暮らしは、人それぞれに多様です。多様性を認め、受け入れ、それぞれの人が力を発揮できるまちづくりに取り組むことは、幸せや心の
豊かさを実感できる生活の基盤を強固にし、暮らしを取り巻く様々な社会・経済活動の基盤の持続的発展にもつながります。

〇 風土や文化の継承、災害時への備え、温かい心といった「将来を担う子どもたちに胸を張って継承できる臼杵市」を残していくために、暮らしを
構成する多様な主体が目指す方向性を共有し、参画と協働を重視することにより、行政、医療・保健・介護・福祉、教育、環境、経済等を包含し
たライフステージを通じて切れ目のない、未来に希望が感じられ、安心して暮らせる環境づくりに取り組みます。

【臼杵市まちづくり基本条例（自治基本条例）の前文より抜粋】

「生まれて」「育って」「住んで」「働いて」良かったと思える心豊かな、笑顔がゆきかう臼杵市を、市民が主体となって次世代に確実に引継ぎ、発展させてい
くことをめざします。

災害への備え
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・方向性を共有し、一緒に活動する

・考え方等の違いを否定しない

・それぞれの立場等の違いを尊重する

・寄付など多様な方法がある

臼杵市における「参画と協働」の考え方について（イメージ）

〇 臼杵市が「心豊かで、笑顔のゆきかうまち」であり続け、安心して暮らすことができ、暮らしを取り巻く
様々な社会・経済活動の基盤が持続的に発展していくためには、地域での暮らしを構成する多様な主体が集
えるプラットフォーム（地域のネットワークの基盤になる場）が必要となります。

〇 プラットフォームに立場や経験の違いを超え、多様な人々が集まることで、様々な情報が集まり、困りごと
などの地域のニーズ、それを解決するための具体的な方策などを持ち寄り、一緒に考え（参画）、活動する
（協働）ことで、より心豊かなまちづくりが進展します。

〇 こうした活動は、必ずしも話し合いや活動などに加わることだけでなく、イベント等に参加し盛り立てる、
フードバンクなどの様々な活動に寄付すること等も「参加と協働」の一つの形です。

〇 臼杵市は、私たちがこれからも暮らす生活の基盤であるとともに、未来の子どもたちに託していくまちでも
あります。 より多くの市民がまちづくりに関心を寄せ、地域の将来を見据え、できる範囲で可能なことを持
ち寄ることは、臼杵市の将来を豊かにしていきます。

参画

協働
・現在の状況を共有する

・地域の将来を見据え、一緒に考える

・必要なこと、可能なことを提案する

・行事への参加など多様な方法がある
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